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今
人
・
我
楽
入
退
所
式 

  

 

平
成
二
十
四
年
四
月
七
日
、
新
た
な
出
発
日
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
、
桜
の
花
が
満
開
の
春
の
一
日
、
香
芝
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
多
く
の
御
家
族

様
、
香
芝
市
議
会
議
長 

川
田
裕
様
、
香
芝
市
福
祉
部
長 

新
居
隆
様
、
学
校
関
係
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
、
今

人
・
我
楽
入
退
所
式
を
盛
大
に
執
り
行
い
ま
し
た
。 

今
年
度
よ
り
、
以
前
と
は
違
っ
て
か
し
こ
ま
っ
た
形
式

で
の
式
典
と
し
た
た
め
、
み
な
さ
ん
少
し
緊
張
し
た
ご
様

子
で
し
た
。 

二
十
三
年
度
は
四
名
の
方
が
め
で
た
く
就
職
さ
れ
て
退

所
の
運
び
と
な
り
、
今
年
度
は
十
名
の
新
規
利
用
者
様
を

迎
え
て
い
ま
す
。 

式
典
終
了
後
は
『
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
』
に

て
立
食
形
式
で
懇
親
会
を
開
き
、
皆
さ
ん
と
の
親
睦
を
図

り
つ
つ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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～ 事業紹介 ～

「ゆらくの里」での支援について 

 

「ゆらくの里」は、法人内で最初の事業として昭和 63 年 4 月に開設した入所型施設です。来年度で

25 年目を迎えるのですが、今現在どのような支援サービスを提供させてもらっているのかを改めて紹介

させて頂きます。 

当施設では、現在約八十名の方が利用されており、生活場所としての機能（生活支援）と活動場所

としての機能（作業活動支援）の両面を事業として行っています。 

 

【生活場所としての機能（生活支援）】 

利用者さんの住まいの場として日常生活を営んでもらう為、食事

や入浴といった生活支援サービスに加え、施設行事や外出といった

余暇支援・社会参加支援サービスの提供を行っています。 

生活支援サービスでは、ご本人の障害特性を把握し、可能な範囲

をご自分でして頂き、見守り・介助等の必要な部分を支援スタッフ

が援助しております。 

余暇支援・社会参加支援サービスでは、バーベキュー大会（4月）、 

夏祭り（7月）、一泊旅行（10 月・11 月）、クリスマス会（12 月）、新年会（1月）を企画運営していま

す。季節を感じて頂く事や普段とは違う雰囲気を味わって頂く事を主眼としています。 

また、日曜日のグループでの外出サービスや個別の外出サービスで、外食や買い物等を楽しんでも

らっております。 

生活支援全体としては、ご利用者さんに安心してもらい、楽しさを感じて頂く事を目標にしており

ます。 

 

【活動場所としての機能（作業活動支援）】 

様々なグループに分かれて、作業活動をして頂いております。 

『役割を持ち、プライドや生きがいを感じてもらう活動』『情緒安定に向けての活動』『機能維持を

目的とした活動』をそれぞれの活動班で提供しています。 

《ぷっと》※午前・午後とも同グループで活動 

紙すき製品（カレンダーやメッセージカードなど）を製作・販売

しています。また、内職の委託作業も行っています。 

《モンステラ》※午前・午後とも同グループで活動 

クッキーやケーキの製造・販売を行っています。 
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絵画や工
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ゆらくの

用者さんの重

組み等まだま

度の抜本的改

を一番に考え

いきたいと考
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物の栽培を

ビリ》※午

かれてウォ

の活動グル

（食器類や

の活動グル

作等の創作

ありますが

里では、開

重度高齢化が

まだ改善を

改革や法律の

え、「どうす

考えておりま
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午後とも同グ

行っていま

午前の活動グ

ォーキング、

ループ 

や花瓶等）を

ループ 

作活動を行っ

、生活支援

開設当初から

が進んでお

して行かね

の変更によ

すればより良

ます。 
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活動 

や体操等の運

売しています

安》※午後の

廊下等の清

などの軽作

す。 

 

心》※午後の

リネン業務

援の取り組み

援サービスを

持に向けて

事がたくさ

度改革など様

利用者さんに
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運動を行って

す。 
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清掃やレクリ
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ています。ま
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す。これから財
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事業紹介
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まず、今回の研究発表会で最優秀賞を受賞する

ことができましたことを、チームを代表してお礼

申し上げます。 

われわれ健康サポートチームは看護師・管理栄

養士・調理師（３名）で構成されており、それぞ

れの専門性を生かしつつ、健康をサポートしてい

ます。 

近年当施設では高齢化が進み、現在の平均年齢

は 48.5 歳です。一般の健康な 48 歳では自分の歯

がまだ多く残っていて『刻み食』にする必要のあ

る方は少ないですが、向精神薬や抗てんかん薬を 

飲んでおられるご利用者様は薬の副作用から口腔内状況が悪化しやすく、歯の残存数も減少しやすい

環境にあり、当施設でも徐々に『刻み食』が増えつつありました。『刻み食』は一口カットからそぼろ

状の『超刻み』までありますが、刻めば刻むほど元のお料理がどのようなものであったのかわからな

くなります（次ページ写真①、②参照）。見た目が悪いばかりか、誤嚥性肺炎を引き起こす要因になる

可能性があります。 

そこで、われわれは『ソフト食』に注目しました。老人施設では、導入されている所も多く、各施

設での作業工程も確立されていますが、一般的に障害者施設では平均年齢が低く、必要とされている

ご利用者様はあまりおられないようです。 

以和貴会
～ 法人研究発表会 ～ 

ぽこ 
ぽこ あ P oco 

P oco 
a 
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法人研究発表会   ２月２５日  

平成 24 年 2 月 25 日、ご利用者様のご家族にもご参観いただいて、法人内で研究発表会を開催しま

した。全 8 グループの発表テーマは以下の通りです（発表順）。 

今人･我楽 「今人」サポート班の取り組みと展望 

コテージ 効果的なコミュニケーション手段について 

    ～AAC の活用～ 

ゆらく日中 刑事手続きの流れと取り調べの現状や問題点 

はぐらいぶ 発達検査を活用した支援 

ゆらく生活３G 自閉症と TEACCCH プログラム 

健康サポート ソフト食と口腔ケア 

ゆらく生活２G 災害を見据えて  ゆらくの里で何を準備すべきか 

ゆらく生活１G 虐待防止 

この中で最優秀賞に選ばれた健康サポートチームの研究への取り組みをお知らせします。 

    

  

 

～健康サポートチーム 

『ソフト食と口腔ケア』～ 



 

 

 

 

今回『ソフト食』を始めるきっかけとなった出来事の一つに、2 位を受賞された生活支援１グルー

プの『利用者体験』があります。 

支援員から、超刻み食にトロミをつけた食事をされているご利用者様と同じものを食べてみたい、

と希望がありました。その感想は… 

「とても食欲のわく食事ではない」 

「毎日この食事は食べたくない」 

「食物が細かく刻まれ食べにくい」 

これはご利用者様の代弁であり、真摯に受け止

め、改善に取り組むべきだと感じました。 

『ソフト食』は、見た目は普通食と変わりませんが、歯のない方で

も歯茎と上あごでかめる柔らかさに仕上げた、形のある食事形態です

（写真③参照）。 

『ソフト食』の作業工程は複雑で、人員不足から当施設で取り組む

のは不可能だとあきらめていましたが、幸いなことに 5月に調理師が

増員されたことで導入に踏み込むことができました。 

とはいえ、問題もいくつかありました。 

 

・ 刻む必要のない柔らかさに仕上げた食形態であることの周知 

・ 食材の違いから、研修会で習ったレシピで対応できないことが多いこと 

・ 季節ごとの野菜の繊維質・水分含有量の違いから、同じような食材であってもそれぞれに

合わせて調理時間を変化させる必要があること（例えば、玉ねぎと新玉ねぎなど） 

・ 見た目が普通食と変わらないので配膳ミスに細心の注意が必要であること 

 

以上のような問題を抱えながら見切り発車した『ソフト食』は、日々改善され、意見を述べ合って

さらなる改善へとつなげることでほぼ確立されてきました。失敗することもありますが、失敗を次へ

の糧ととらえ、日々進化し続ける『以和貴会の食事』でありたいと、取り組みを続けています。 

 

このように毎日試行錯誤を繰り返しながら調理している『ソフト食』ですが、やはり普通食が一番

おいしく感じます。それには今ある歯を大切にして頂くことが必要です。今後はご利用者様の口腔ケ

ア・嚥下機能維持に関してもサポートさせて頂きたいと考えています。今後ともよろしくお願いいた

します。 

管理栄養士 米田なおみ  

ぽこ 
ぽこ あ P oco 

P oco 
a 以和貴会

～ 法人研究発表会 ～  

写真② トンカツ（刻み食） 写真① トンカツ（普通食） 

写真③ トンカツ（ソフト食）

中は刻んであるが、 

見た目は普通食と変わらない
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用しています

に製造し、心

のひと手間が
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行った催事 
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